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昭

和

必

年

7
n
I
Hに
我
孫
子
は
市
に
な
り
ま
し
た
。
今
門
口
で

5
周

年

を

迎

え

る

こ

と

に

な

る

わ

け

で

す

。

5
持
↑
の
問
問
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

人
口
も
一
一
一
万
人
近
く
増
加
し
、
当
然
そ
れ
ま
で
の
都
市
総
設
で
は
ま

す

ま

寸

心

紛

い

も

の

と

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

宅
地
の
巡
成
に
よ
り
、
肉
同
然
が
ふ
〈
な
わ
れ
て
い
く
こ
と
も
問
題
と
す

べ
き
こ
と
勺
し
よ
う
。

市
件
同
時
十
校
総
数
や
住
み
よ
い
潔
崎
明
作
り
に
対
応
す
る
た
め
に
会
カ
を

つ
く
し
て
き
ま
し
た
。

昭

和

必

年

度

か

ら

は

5
ヵ

年

計

画

を

た

て

、

そ

れ

に

そ

っ

て

家

殺

を

行

な

う

よ

う

に

な

号

ま

し

た

。

こ
こ
ぞ
、

5
停
?
と
い
う
ひ
と
つ
の
区
切
り
に
あ
た
り
、
い
く
つ
か
の

事
毅
を
写
災
?
ふ
号
か
、
え
り
、
瑞
世
ム
絞
め
我
孫
子
市
を
見
つ
め
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

…
七
限
付
…
日
、
殺
孫
子
市
は
的
総
合
的
合
視
野
に
怠
っ
て
ま
過
負
畑
目
的
調
閣
議
と
不
問
的
下
に
…

一
線
五
歳
の
液
余
白
日
を
迎
え
ま
ち
ヴ
く
り
を
齢
制
滋
す
る
た
め
、
お
け
る
税
円
減
級
、
き
ら
に
一

一

し

た

。

務

一

次

近

今

年

計

闘

を

策

定

い

諸

物

捕

州

内

高

騰

が

滋

闘

と

な

…

一
昭
和
問
問
十
五
年
市
総
愉
品
川
行
た
し
ま
し
た
。
仲
は
み
よ
い
街
、
号
、
一
一
層
仙
町
役
を
奮
し
〈
L

一

一
以
来
、
学
〈
も
近
年
が
は
桂
漁
凶
園
教
狩
文
化
部
隊
を
築
〈
た
て
い
る
丹
が
現
況
で
あ
号
ま
一

一

し

、

名

実

と

も

に

苔

抑

制

附

聞

の

す

命

一

…
主
総
務
と
し
て
震
を

L

E

本
た
ち
は
こ
の
警
に
か
…

…

て

ま

い

ワ

ま

し

た

。

市

制

草

川

J
E
疋

ん

が

み

、

今

後

ま

す

ま

主

同

一

一

行

幾

約

四

万

七

千

人

で

あ

っ

て

叶

川

町

時

H

院
が
議
大
に
な
る
こ
と
を
綴
…

一

品

号

、

七

万

六

千

人

と

な

子

げ

慾

い

た

し

ま

す

。

…

…

約

了

六

鰭

に

も

ふ

く

れ

あ

じ

最

吋

己

主

喜

き

ま

と

と

も

に

、

…

…

が

り

、

魚

、

議

奈

川

警

の

整

け

は

哨

滞

波

皆

殺

を

の

り

こ

え

、

調

拘

禁

斡

…

一
時
摘
を
は
と
的
、
行
政
務
婆
も
諸
問
明
給
料

zt

中
市
総
孫
子
同
町
新
た
を
紫
紺
時
と
…

…

機

筋

肉

一

途

を

た

ど

っ

て

お

ら

;

制

支

出

陥

紘

一

行

政

主

的

た

め

…

一
守
ま
す
。
没
年
統
制
m
子

は

、

に

、

…

歩

一

歩

後

実

に

隙

滋

一

…

密

一

凶

糊

落

と

し

て

、

浅

い

回

腔

を

隠

る

こ

と

が

、

刷

会

議

せ

…

一
段
と
総
統
的
ゃ
に
繁
栄
し
て
め
そ
的
計
百
側
に
治
っ
て
線
一
歩
ん
れ
た
九
回
綴
ぜ
あ
り
ま
す
。
一

…
ま
い
り
ま
し
た
が
、
経
近
、
を
踏
み
山
出
し
た
の
で
あ
号
ま
す
あ
す
か
ら
再
び
中
市
民
件
以
…

一
{
翁
も
陥
織
瑚
笠
喧
造
抱
威
が
帥
繍
欄
制
鐙
幽
約
に
描
滋
鴎
め
が
、
叫
訴
明
か

ι的
地
方
叫
対
悶
政
品
稔
恥
硝
後
問
印
浴
消
蹴
機
聞
先
を
廿
怨
描
糊
綴
附
い
に
い
、
師
嫁
僻
土
我
一

…
ら
わ
れ
札
、
僻
都
脚
士
翁
附
約
殺
掛
綴
傭
が
強
く
に
直
}
綴
側
し
、
陪
黙
問
欄
滅
槻
仙
対
川
緋
幾
鼎
に
悶
職
幾
探
百
孫
悼
吋
子
十
的
ま
ち
づ
〈
り
と
中
奈
申
悶
爽
悶
…

一了hな
悩
三
勺
て
ま
い
号3ふ

…昨枠咋紘年ま，:ふe中十市Teよ土一二一月
hにい川はM汽
、
長
量
期
期
川
学
紳
校
山
的
持
中
高
等
、
滋
一
設
費
の
絞
号
、
山
間
窓
で
ご
ぎ
い
ま
す
。
…

T
j
i
-
-
2
6
'
l
s
'
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
i
l
e
i
-
-
t
i
l
l
-，je--，i
i，sga1」

hv中
指
数
仙
略
行

(
開
唱
和
初
年
7
月
1
日
)

間階級四四割十
7
m
N
1
日
浅
在
、

殺
孫
子
は
、

4
7
、
3
S
4
人

で
し
た
勿

伐
採
子
市
法
、
会
的
問
…
で
5
昔

5
番
目
丹
市
で
島
り
、
波
紋
町

福
生
市
、
滋
賀
際
的
守
山
市
な

ど
と
い
っ
し
ょ
に
市
に
な
り
ま

し
た
ω

住民 に鑑 着した行政

おとうさん
そんなに気つめないで
よ、 Ilくねむくって

(4E事年鹿〉

滋
本
泰
山
仏
教
(
若
組
問
一
。

一
)
は
我
孫
子
治
主
同
ヒ
緩

和刊日叫年
7
n
l
日
生
ま
れ
で

す。
背
骨
広
惜
柏
的
成
長
に
負
け
な

い
よ
う
に
我
孫
子
市
も
伸
び

て
い
か
な
け
れ
ば
と
凶
器
い
ま

す

術lIi遺憾持5鏑年

〈亀鶴年度〉

社会の繁栄は
入問性の蹄握から

善
命
磐
線
閥
抗
々
線
完
成

〈
間
附
給
付
朝
年
4
封印叫

R
)

複
々
線
燦
訟
で
、
州
問
浅
抽
締
法
上
野
へ

緩
行
帥
慨
は
霞
ケ
糊
開
へ
と
、
耐
刑
判
刊
に
な
9

ま
し
た
を

4
H月
時
同
日
午
附
削
刊
即
時
吋
m
山
分
、
人
々
の

紛
争
に
滋
ら
れ
、
試
然
環
論
午
は
、
料
招
謝
早

aレ
念
物

2
レ
れ
~
@

4
欄
間
仲
仙
台
係
官
持
制
開
問
問
回
出

(
昭
和
総
年
6
R月
げ
日
〉

線
開
開
育
園
と
い
っ
し
ょ
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
a

お
ヒ
ち
ゃ
ん
カ
ッ
コ
イ
イ
だ

ろ
う
と
は
し
ゃ

f
、
こ
の
子
た

ち
も
、
惑
が
川
印
後
を
畑
出
え
る
時
吋

は
、
す
ま
し
側
聞
で
‘
ハ
イ
f
ポ

ーズ品
券
保
管
制
醐
捌
開
園

〈級品刊
M
W

年
6
月刊
U

日〉

車
吋
保
前
符
附
聞
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ

!
t二
時
間
縁
。

こ
の
悶
陣
育
開
掛
か
ら
幾
立
っ
て

い
っ
た
感
況
は
、
も
う
小
学
校

高
学
年
、
あ
の
頃
同
体
、
か
わ
い

く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
お
母

さ
ん
も
、
今
で
は
‘
お
子
さ
ん

に
緩
い
負
か
事
れ
て
た
じ
た
じ

で
は
安
い
で
し
ょ
う
か
。

25 



4
7リ
i
ン
セ
ン
タ
ー
宛
成

(開時剖刊
M

怖
感
3
Hけ
)

一
Hum万
人
分
的
ゴ
ミ
を
防
相

裁
で
き
る
ク
リ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
市
民
的
山
同
胤
況
の
回
世
て
し
た
切

(
ブ
ミ
は
、
分
判
明
し
て
、
決

的
ら
れ
た
日
、
淡
め
ら
れ
た
地

併
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
)

A誕生仰木

{収納47年1脅Jl)

mT唱で主主まれたあからゃんに、もみヒ、つ

ヒ、ライラックなどの苦喜本をi去りました。

これは看護基キの言記念と市内線f七のお約てす古め

られました脅

V
成
凶
同
線
気
化

〈開削剥刊同時昨
T
M
W
H汀

1

日
)体

付
ち
に
待
っ
た
成

出
叫
曲
時
が
礎
化
さ
れ
、

中
市
内
で
は
‘
枇
開
紳
関
陣
階

的
パ
レ

i
ド
が
撃
や

か
に
く
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

4
第
一
小
小
山
拭
酬
明
築
完
成
へ
附
明
利
純
平

3
日
月
〉

児
或
数
地
仰
の
た
め
弔
持
減
数
巾
干

ば
凶
袋
、
緑
町
問
教
山
市
2
4で
を
域
ぷ
ぃ
、
申

っ
た
り
と
し
た
気
分
で
絞
殺
で
き
る
と

う
に
な
り
ま
し
た
。

〈議差益年度〉

〈品事年度〉

入間援先の
まちづくり

4
大
き
〈
な
っ
た
は
時
押
印
育
問

〈
関
山
相
川
相
年
3
丹
市
沈
没
~

約
7
千
万
円
を
か
け
て
改
波

留
守
れ
た
緑
保
育
制
開
は
、
グ
i
ン

と
ふ
人
勢
〈
、
モ
ダ
ン
に
会
り
ま

し
た
。

4
t叩
ル
胤
小
学
校

校
脇
市
(
級
制
刊
同
州

が
4

同
月
)

日
同
校
あ
る
お

仲

m・h
a
学
校
も
本

議
か
ら
鉄
筋
コ

ン
ク
り
1
ト
4

附
附
緩
て
に
な
呼

ま
し
た
。
新
し

い
校
舎
、
殺
し

い
教
門
魚
う
れ
し

い
な
あ
f

{~室。年度〉

うるおいのある

青年部描に

26 

A つつじ若完成

{要務手自49-'f'1l1ilSEI;t…プン}

mF莞みんをの車買いだった老人綴祉センター

rつつヒ裟d 会唆成し、主手話市内のお年喜子が

歎1土星轟号にと、殺しいがと時を遜しています。

A
高
野
山
小
学
校
完

成
「
招
務
総
信
T
S
H月
)

市
内
で

8
番
目
輔
の

小
学
校
が
鶏
脇
町
市
叫
に

滋
殺
し
ま
し
た
&

産
ま
れ
た
ば
か
号

的
学
校
に
は
、
は
ち

事
れ
ん
ば
か
守
的
ス

ネ
ル
ギ
l
ぜ
い
勺
ば

い
ぞ
す
.

糾
明
白
刊
幼
年
度
叫
陣
、
魯
び
し
い

経
液
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す

が
、
中
市
開
民
綴
祉
を
持
制
盤
的
に
退

求
す
る
た
め
に
、
予
算
者
同
組
み

ま
し
た
.

こ
れ
か
ら
も
然
…
次

5
ヶ
年

計
一
幽
や
品
調
権
問
に
達
成
し
て
い
草

必
ゐ
争

'e



(3) 

市
民

0

ア
ー
ル
が
オ
ー
ブ
ン

有

く

。
プ
タ
ク
サ
、
取
イ
タ
カ
ア

ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
ど
の
雑
草
ヰ
を
終

淡
し
よ
う
e
と
い
う
渓
勧
告
、
い

よ
い
よ
始
め
た
錘
区
が
島
り
ま
す
。

た
と
え
ば
自
山
則
的
チ
ピ
ァ
コ

一
広
場
拭
以
前
か
ら
議
草
が
多
〈
、

ー
一
子
供
が
凝
ぷ
妨
げ
に
な
ら
な
い

n'司

の

υ

・
5

・

7:} 種事

よ
う
に
、
夜
中
中
山
内
ガ
た
ち
が
草

取
り
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
拭
ブ
タ
ク
サ
な

ど
を
議
点
的
に
抜
く
こ
と
に
な

っ
た
そ
う
で
す
必

ま
た
繁
松
的
地
皮
肉
方
た
お
も

撲
滅
遂
駄
を
同
開
始
し
ま
し
た
が
、

市
内
に
H
M
6

つ
の
箇
鉄
の
駅

が
み
り
ま
す
“

小
さ
な
ひ
と
つ
丹
市
に
、
こ

れ
だ
付
多
〈
的
協
鉄
の
釈
が
あ

る
こ
と
は
、
他
で
は
あ
ま
り
見

ら
れ
ま
せ
ん
。

成
時
然
、
印
刷
欽
に
附
附
す
る
附
綴

い
よ
い
よ

ま
だ
人
数
が
少
合
い
の
で
巡
路

に
そ
っ
と
所
だ
け
に
絞
っ
て
行

令
う
そ
う
で
す
。

押
的
野
山
川
で
は
、
開
制
人
的
に
怯
略

取
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
も
い

・勺っ
l
レ
ゃ
い
念
ホ
ト

'
e

こ
の
よ
う
に
相
問
機
的
大
小
に

も
多
〈
か
か
え
て
い
ま
す
@

金
か
で
も
、
添
附
則
的
中
心
は

常
的
時
緩
め
線
揃
唱
に
と
も
な
い
の
大

王
台
釈
に
川
消
滅
電
車
肉
体
率
合

同
時
国
開
で
き
る
か

rう
か
と
い
ヲ

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
ロ

議
議
会
で
辻
司
こ
的
天
混
合

j j 捕手顔
色 し人一

楽じ 人叫lillW

7 宅時時点 く生
叫け や之宮

りら

い
よ
い
よ
変
じ
な
り
ま
し

点
鯵
毎
日
綴
目
、
品
物
い
日
が

続
く
こ
と
脅
考
え
た
だ
け
で

も
汗
が
出
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
α

手
録
制
問
公
図
的
市
民
プ
ー

ん
が

7
m月
S
B
(
ゑ
)
か
ら

品
開
閉
刷
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

と
つ
と
し
て
い
て
も
、
涼

し
く
は
な
り
ま
せ
ん
白

唱
者
き
を
し
の
ざ
な
が
ら
、

身
体
を
鍛
£
る
に
は
水
泳
が

な
に
よ
り
'
で
す
。

太
燃
と
入
滋
畿
の
下
、
求

し
よ
き
を
あ
げ
て
泳
げ
ば
気

分
は
由
判
決
‘
哀
を
殺
り
切
る

体
力
も
つ
く
と
な
れ
ば
古
一

石
…
一
除
。

近
所
内
方
に
も
甫
を
か
け

て
皆
き
ん
で
ど
う
ぞ
。

被
附
同
町
録
、
ま
た
は
水
浴
‘

気
掛
蹴
が
お
度
以
下
町
絡
は
絡

用
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
殺

下
さ
い
。

謀
総
議
器
帯
機
構
帯
器
棋
議
場

か
か
わ
ら
ず
、
皆
さ
ん
が
」

本
で
も
妓
こ
う
と
い
う
淡
動

に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
ニ
と

を
心
強
〈
時
的
ヒ
ま
す
a

般
的
地
絞
め
皆
ち
ん
〆

と
に
か
く
紛
め
よ
々
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

ヲ
澗
聴
い
転
手
宰
ん
、
。
。
ま
で

た
の
む
よ
。
い
と
気
軽
に
声
を

か
け
ら
れ
る
入
、
畿
地
齢
制
き
ん
。

パ
リ
〆
ク
ミ
ラ
ー
に
綴
る
務
総

き
ん
内
田
口
は
、
笑
っ
て
い
る
.

岩
苧
療
に
生
主
れ
、
後
距
離

の
逮
転
予
、
大
浪
、
美
容
仰
と

数
々
の
駿
常
散
を
綴
験
し
て
各
た
e

5
竿
ほ
ど
時
間
に
、
今
井
タ
ク

シ
ー
に
入
り
、
甜
明
在
で
は
、
回
開

戸
に
家
談
7
人
で
生
仲
間
し
て
い

づ
9
0今

井
タ
ク
シ
ー
に
入
っ
た
時

嶋
市
率
制
昨
夜
だ
け
辻
す
る
な
よ
と

皆
同
わ
れ
た
一
胃
袋
を
今
で
も
忍
い

泌
す
。当

時
は
-
乗
解
綴
否
が
附
問
題

に
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
降
、

お
答
さ
ん
に
少
し
で
も
審
こ
ん

で
も
ら
お
ラ
と
、
考
え
出
し
た

歌うタクシー
め
が
欲
、
ヲ
タ
ク
シ
ー

だ
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
に
殺
っ

た
叫
吋
の
あ
の
震
波

L

い
骨
骨
磁
気
、
議
転
手

き
ん
的
背
件
、
決
し

て
口
を
附
聞
か
を
い
ぞ

E
強
媛
H
b

示
す
よ
う

に
、
沈
黙
の
時
吋
が
後

れ
る
ば
か
り
で
あ
る
a

こ
の
雰
間
関
祭
を
少

し
で
も
、
柔
ら
げ
よ

う
と
稽
織
さ
ん
は
、

文
語
だ
よ
り
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事
骨
雌
時
的
拘
と
お
も
ひ
て
務
的
花

数
ゆ
く
る
下
に
幕
引
魯
て
を
ザ

戦
ひ
て
凝
る
日
も
な
く
老
い
た
り
し

ベ
ト
ナ
ム
の
兵
を
テ
レ
ピ
に
見
た
り

沈
み
ゆ
〈
心
事
き
へ
る
す
べ
な
く
て

た
ど
た
ど
繰
り
ピ
ア
ノ
斜
葬
ゐ
る

数
百
的
待
識
の
花
税
き
寺
か
る
践
に

タ
ベ
め
蜜
一
閥
抗
陣
号
来
る

テ
レ
ピ
世
間
る
畿
の
か
た
へ
に
後
践
ワ
て

傭
世
に
汽
机
制

ι

に
亡
事
後
母
と
ゐ
つ

鈴

木

拳

川
村
秀
子

鈴
木
貞
子

佐
々
木
磐
子

小
平
山
碓
焚
綾
子
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川
川
父
品
時
が
婚
姻
を
解
消
し
た

悶
品
賞

川
門
父
が
死
亡
し
喝
邸
時
が
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
兇
癒

付
父
が
出
時
失
内
状
綴
に
あ
る

児出品
川
川
父
丹
生
死
が
瞬
、
し
り
か
で
な

い
光
凝

同
父
に
遊
楽
怒
れ
て
い
る
党

議
J

「
父
が
仙
問
料
消
さ
れ
て
い
る
出
町

議月
税
制
附
…
千
9
8
0
0
m
m
a

鱗
一
一
子

s
o
o
n
E
第
三
子
以

後
4
8
0
内
総
算

mw所
得
制
緩

給
与
品
開
得
控
除
絞
め
金
制
酬
が

技
位
置
家
族
二
人
で

2
0
7
万
m門

一ぷ人明、
2
2
9
万
円
以
内

義
務
教
管
終
了
以
前
間
で
、
次

的
後
件
に
該
市
町
泊
す
る
鈴
子
古
川
間
略

的
児
殺
に
は
「
児
家
紋
議
事
為
ご

が
支
仇
柘
さ
れ
ま
す
e

mw支
払
制
緩
伶

藍
い
蹄
管
見
を

扶
養
し
て
い
る
方
に

轄
別
出
先
輩
挟
護
手
議

一
十
歳
未
品
開
丹
援
隊
心
身
湾

出
血
百
児
を
校
議
し
て
い
る
ガ
に
は

1

料
村
総
児
童
扶
養
手
浅
い
が
支

絵
さ
れ
ま
す
e

m
w支
給
要
件

伸
身
体
際
審
若
手
線

級よ
り
燈
師
が
重
皮
肉
心
身
障

害
児
と
終
的
~
た
者

③
支
給
額

問内総
1
1
3
0
6
m門
、
身
体

関
陣
憾
と
純
情
待
薄
弱
的
合
併
症
で

ど
ち
ら
も
滋
浅
町
方
に
は
吋
特

別
鵠
概
数
手
当
L
3
0
8
0
門
が

加
算
事
れ
ま
す
。

議
所
持
続
脳
出

思
議
後
獲
手
当
と
同
じ
で
す
巴

所
得
制
制
限
に
よ
り
こ
の
手
滋
に

数
幾
し
な
い
方
に
は
、
千
楽
祭

か
ら
ぶ
脱
出
世
心
身
間
障
害
児
綴
綾

子
品
川
し
完
結
朗
自
告
。

om口
が
支

給
き
れ
ま
す
.

総
祉
事
務
一
府
彩
色
係
内
線
2

S

得。。

市
役
続
は
、
次
め
と
お
り
、

隊
出
問
題
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

b

v世
帯
輔
職
人
員
と
絵
積

阿部母

8
務

執制緩闘糊

2
名

調
理
資

2
名

附
制
緩
関

1
名

顕
然
且
刊
紙
明
後
惜
聞
は
、
限
切
刊
訂

年
同
州
月
Z
E
以
後
に
ゑ
ま
れ
た

方
、
瑚
閥
醐
噛
関
丹
、
潟
務
員
は
、
約

制刊
H
H

年
総
月
2
設
以
後
に
品
止
ま

れ
た
方
。

wv
募
集
嗣
期
間
開
閉
給
ぬ
年
7
月

刊ω
自
ま
で

世

V

押
梓
湾
期
間
際
紛
ぬ
年

ω
n

I
随
〈
予
定
)

申
込
岡
市
総
は
、
人
事
端
部
に
ふ

り
ま
す
。

〈
わ
し
く
は
人
事
務
ま
で
‘

へ
M
M
)
1
1
5
1
・
市
内
線
2
1

a匂

心
身
障
一
答
者
総
組
会

闘
訓
援
部
に
加
入
を

心
身
隊
申
撤
回
品
的
す
こ
や
か
な

品
同
開
慨
を
照
明
っ
て
、
崎
明
保
子
中
市
心

身
障
護
者
協
祉
会
的
中
に
捻
澄

泌
が
縫
生
い
た
し
ま

i
たむ

隊
夜
間
品
の
父
母
丹
カ
の
納
入

を
お
待
ち
し
ま
す
。

定
例
会
日
時
第
一
一
…
日
開
噛
門
口

場
続
中
央
公
民
館

議
終
流
出
品
玄
郎
総
中
村
欣
司

副

wzp
ぃ

cm悶
八

電
話
総
3
8
5
2

機
け
合
う
心
と
心
が

非

行

を

鴎

ぐ

7
同月
1
U
M
か
ら
1
カ
バ
郎
、

後
ム
設
を
明
る
く
す
る
緩
動
が
行

わ
れ
ま
ナ
。
今
年
内
塚
市
川
同
時
総

は
、
「
拍
地
域
校
以
内
め
連
出
加
に
よ

る
資
b
J
格
的
非
行
防
比
L

f
す
e

設
近
、
割
問
少
年
内
犯
罪
が
酬
明

え
て
い
ま
す
。
ま
な
か
行
的
年

齢
闘
が
だ
ん
万
ん
依
く
主
っ
て
い

ま
す
の払

札
会
か
ら
犯
罪
を
な
く
す
た

め
に
は
、
柏
村
援
の
ぷ
鳩
町
人
だ

け
で
は
品
初
来
あ
り
ま
そ
ん
。

市
回
目
的
」
人
一
人
が
、
そ
れ

ぞ
れ
的
立
場
に
応
じ
て
関
心
を

持
ち
‘
カ
を
合
せ
て
開
明
る
い
仲
間

み
よ
い
府
内
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

G

あ
な
た
の
側
り
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い

縫
い
変
が
ま
た
や
っ
て
き
ま

す
。
制
問
革
、
こ
の
季
節
に
な
る

と
後
犯
罪
が
持
制
点
っ
て
き
ま
す
@

こ
れ
ら
の
犯
罪
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
刊
す
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
位
制
値
暗
部
金
総
発
す
る
よ
う
な

液
凝
は
な
る
べ
〈
寺
げ
る
。

③
夜
間
的
女
伎
の
ひ
と
り
殺
さ

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
叩
議
開
制
η'
で
も
明
る
〈
資
金
世

滋
を
選
占
。

③
官
職
〈
在
っ
た
持
法
、
仰
帆
ま
寸

家
族
内
人
に
淵
唱
え
に
き
て
も
ら
う
也

③
鈎
ら
な
い
努
か
ら
誘
わ
れ
て

も
、
卒
に
は
然
対
い
い
乗
ら
な
い

よ
う
に
し
も
準
し
よ
う
。

③
防
犯

γ
ザ
ー
を
常
時
携
行
し

ま
し
ょ

3
0

慌
の
モ
ラ
ル
を

考

え

よ

う

紫
綬
怖
に
、
青
少
年
め
シ
ン

ナ
ー
・
接
禁
制
内
乱
用
や
、
殺

の
浅
川
脱
行
為
が
目
立
っ
て
い
ま

す。
後
に
対
す
る
そ
一
一
フ
ル
の
欠
如

が
附
問
わ
れ
て
い
ま
す
会

家
庭
だ
け
で
な
〈
、
学
校
電

機
械
崎
な
ど
池
山
昭
役
会
的
あ
ら
ゆ

る
場
で
、
正
し
い
掛
川
道
徳
を
青

少
年
と
い
づ
し
ょ
に
や
え
て
み

場俳きしょ、ヮ。

夏
期
教
室
会

側
開
設

宇
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

手
実
例
措
時
十
幅
拡
係
官
同
で
は
昨
夜
仲
ゆ
み

の
僚
包
勉
強
と
滋
び
を
指
導
す

る
豪
州
刑
学
審
即
時
有
H
を
桝
開
設
い
た

し
ま
す
a

説
明
会
を
つ
車
内
と

お
り
行
な
い
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
お
銭
。
ま
り
〈
だ
き

争
制
削
除

7
月
S
B
(
詩〉

A
V

待
問
午
後
立
時
か
ら

φ
崎
明
問
問
中
央
公
民
総
務
広
場

め
仮
設
育
部
隊
学
時
且
保
有
議

今
関
絞
殺
子
資
沼
学
灘
保
育

A
V

問
い
合
せ
州
知
電
話
(
八
一
日
…

。
八
一
一
植
mm
ま
で
夜
間
関

へ
教
育
委
百
円
余
〉

市
民
卓
球
大
会

軍
備
冊
目

7
n
m
g
(
日〉

的問
9
時
試
合
開
始

V
拙
靖
国
削
減
孫
子
市
中
炎
公
民

ゆ
縫吉田v

申
泳
方
法
参
加
爽
を
そ
え

て、

7
月間
μ
日
ま
で
に
郵
送
で

申
絡
ん
で
下
さ
い
a

な
お
隔
世
別

を
お
入
の
こ
と
e

wv
帯

vh卵
胞
H

一
人
3
9
8
円
(
中

学
生
1
5
9
附門)

V
試
合
方
法
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納
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総
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式
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火
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V
四
楓
制
朝
一
般
的
期
間
・
中
学
生

的
蕊
、
女
子
的
情
静
、
男
子
校
年

内
総
へ
叫
夜
以
上
v

‘
宏
子
壮

年
円
部
〈
開
制
絞
以
上
)

V
申
込
先
我
孫
子
市
若
松
一

三
七

i
九
役
務
洋
チ

カ
ナ
ヅ
チ
か
ら

カ
ツ
パ
に
幾
身
し
よ
う

更
を
同
口
約
に
、
市
は
‘
水
泳

的
初
心
者
を
対
象
に
議
習
会
長

一
甘
い
ま
す
台

V
嗣問詞

7
月
例
科
桂
(
同
月
)
か

ら
お
お
(
食
)

百v
袴
際
高
時
吋
か
ら
8
時

軍
機
時
間
予
賀
沼
公
糊
樹
脇
市
民

プ

i
ル

V
資
純
情
高
校
舎
一
以
上
で
泳
げ

な
い
人

V
参
加
捜
部
川
料

E
V

入
m岡
持
名
(
党
執
哨
附
問
〉

V
申
込

7
n
3
日
か
ら
品
開
鳴
門

議
開
民
会
世
会
教
育
課
で
受
付
ま

す
e

電
紛
〈
m
M
V
1
1
5
1
内

線
2
9
3

税
務
職
料
開
に

な
り
ま
せ
ん
か

ん
か
o

v
受
験
資
柚
怖
問
唱
和
初
年
4
月

2
お
か
ら
ね
年
4
月
1
8
ま
で

に
生
れ
た
錦
子

中
込
は
、

7
n
u即
日
か
ら
柏
同

日
ま
で
に
、
受
験
泌
阪
の
人
事

院
地
方
世
帯
務
続
三

く
わ
し
く
は
、
松
一
抑
制
税
務
婆

へ0
4
7
3
(
6
3
)
1
1
7

1
 

明
る
い
騒
騒

V
棚
州
品
仙
台
中
学
校
P
T
A
か
ら

一
一
…
干
湾
問
怒
付
が
あ
ゆ
ま
L
K
S

倒
閣
後
叩
卒
業
に
抽
出
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

V
町
大
刷
何
度
従
換
機
関
的
み
な
き
え

か
ら
緩
ま
れ
な
い
人
に
と
ザ
関

七
一

G
内
的
影
付
が
あ

9
ま
し

た
e

響
曲
常
自
白
(
蹴
河
辺
S
)

募

集

V
世
帯
線
人
気

2
5
0
名

V
試
験

a
s
w丹
3
日

V
抽
出
品
村
蜘
開
問

8
月
9
m
m
か
ら

7
湾
総
日
〈
総
務
察
署
、
我
孫

子
軌
抑
制
削
減
出
所
で
受
付
ま
す
。
)

曹
試
験
議
所
始
終
察
畿

く
わ
し
〈
は
、
経
寄
乃
内
務

官
常
務
、
派
出
刷
所
へ
お
剛
問
い
合
せ

下
き
い
a

臨
時
職
員
募
集

来
高
中
畿
地
阪
総
会
事
務
総

会
で
は
、
附
捕
時
職
員
を
勝
一
袋
し

ま
す
。

vw特
輔
購
入
民
議
綴
閥
時
「
曲
中
看

靖
明
日
却
も
可
〉

4

名

wv
年
齢
僻
江
崎
歳
絞
ま
で

Ev
動
務
総
飯
田
組
合
依
染
織
闘

機
病
舎
(
検
索
花
野
井
ゴ
…
問

。
養
地
内

3
)

〈
わ
し
〈
は
、
細
胞
合
事
務
総

T
拡

L
§
4
7
1
〈附別〉

1
1

1
1
市
内
線
2
8
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伊日畷滋番怒鳴小金病院主獄 (82-0165)

W 事若党議彰晃m 湖北台中炎集金所 9.30-11.00
13.00-15.00 

即争記事相後=接選:lt台支所 9.0ト 15.00

w-育担雲寺需主主=湖北古中央集会所 9.3沿-ll.部
13.00-叫 15，0号

....，毒衿衛生総滋回数後健所14，槌-16.帥
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1-41月

15火

雨の自は 28 ほらかさのむこうに

1香水


